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お困りのこと、ご要望など、お気軽にご相談下さい！	
 川島　ふじこTEL&FAX　８２-６０８７	


ごあいさつ	
 

皆様こんにちは。いつも「ふじこジャーナル」をご覧いただき大変にありがとうございます。	
 

平素より、温かいご支援を賜り、心から御礼申し上げます。今年の夏も、記録的な猛暑となり、皆様も熱	
 

中症の予防など体調管理に苦労された夏であったと存じます。	
 

　一方、広島市など各地で大雨による大規模な土砂災害が発生し、多くの住宅が巻き込まれ、死者・行方	
 

不明者を出す大惨事となってしまいました。	
 

亡くなられた方、被害に遭われた皆様に心からお悔やみとお見舞いを申し上げます。	
 

　東日本大震災から３年半が経ちましたが、災害はいつ起こるかわかりません。更なる防災対策の強化と、

安全安心なまちづくりに全力で取り組んでまいります。	
 

朝夕に秋冷を覚えるこのごろです。	
 

皆様のご健勝を心からお祈り申し上げます。 	
 　　　　　　　　　　　　　川島　富士子	
 

平成２６年９月議会　一般質問	
 

 	
 １．	
 人口減少対策について	

（1）人口減少予測に伴う、若者の定住促進のための取り組みについて	

        ①更なる企業誘致を図り、雇用を創出してはいかがか　　②婚活事業の拡充について	


        ③空き家バンクの設置について　　　　　　　　　　　　④住宅取得奨励金について	

２．行財政改革に伴う取り組みについて	


（1）自主財源確保策について	

　　	
 ①有識者による事業仕分けの実施について	

　　	
 ②再生可能エネルギーの取り組みとして、町有地や公共施設へ太陽光発電を積極的に	


            設置してはいかがか     	

        ③アンテナショップの推進はいかがか	


（2）「公共施設等総合管理計画」の推進について	

３．安心して暮らしていけるまちづくりについて	

（1）子育て支援について	


　　　①子育て世代への、おむつ用ゴミ袋配布事業について	

　　　②高校3年生までの医療費無料化について	

（2）高齢者・障がい者支援について 
　　　①横芝駅ホームのバリアフリーに伴うエレベーター設置について	
 
　　　②高齢者のボランティア（地域活動）ポイント制度の推進について	
 

提出しました！	
 

 	
 

	
 
平成26年9月19日に、平成27年度予算編成にあたり、日常活動の中で町民から私に寄せられた、	
 

意見・要望を集約しここに要望書とし、取りまとめ提出いたしました。	
 

町長室にて	
 



ポイント① 家族会議を定期的に開きましょう！

ポイント② 連絡方法や連絡先を決めましょう！

ポイント③ 避難場所や避難ルートを決めましょう！

◎ 机の下に入る ◎ ３度のチャンスで初期消火 ◎ 家族の安全確認

◎ ① 揺れを感じたとき ◎ 靴を履く

② 大揺れが収まった時 ◎ 非常持ち出し品を確認

◎ ドアをあける ③ 出火した直後 ◎

◎ 慌てず落ち着く

<日頃の対策> ◎

<日頃の対策>

<日頃の対策>

家具の上に物を積み上げない

日頃から整理整頓を心がける。

◎ ◎ 水・食糧は備蓄でまかなう ◎ 隣近所の安否を確認

◎ ◎

◎

◎ 壊れた家に入らない ◎ 助け合って消火・救出活動

◎ ◎ 余震に注意

◎ ◎ 避難所ではルールを守る

◎ <日頃の対策>

◎
<日頃の対策>

① １７１・・・ダイヤルする

② 録音は「１」・再生は「２」

③ 自宅の電話番号・・・ダイヤルする

行政・電気会社・企業をかたる
詐欺、窃盗などの犯罪に気を付
ける

自分の身を守る 火の始末 家族の安全確認

近くにクッションや座布団がある
場合は頭部を守る

避難の時はガスの元栓、電気
のブレーカーを切る

津波・山・崖崩れの危険がある
地域はすぐ避難

建物の点検と補強、家具の固定、
照明器具の落下防止、火災器具や
危険物の管理保管の注意など

月に一度は家族で防災会議を開
き、「役目を決める」「災害時の避難
場所や連絡方法を決める」ガラスに
よるけが防止のための「スリッパ・ス
ニーカーを手近に用意」救出用具の
準備など

バケツ・消火器の用意・風呂の水の
汲み置き・ブレーカーの確認・避難
訓練参加など

自分や地域でしのぐ 近所の安否を確かめ互いに助け合う

年寄りや身体の不自由な人の
安全確保

生活を立て直す

住民・企業・行政が協力してま
ちを復興する

ボランティアとコミュニケーション
をとりながら作業を進めていく

落ち着いたら片づける前に被害
を証明する記録写真を残し、罹
災証明を提出する

★ＮＴＴの災害用伝言ダイヤル★

助け合い・譲り合いの心を持つ

正しい防災情報や広報を入手
→デマに惑わされない

撮り寄りや身体の不自由な人
の世話をする

防災用品・備蓄品を備えておく。
ペットを飼っている場合は、ペット分
の食料や水（１週間分）、日用品、鑑
札や首輪、避難用のゲージ・リード
なども準備

災害用伝言ダイヤルの使い方を覚
えておく。隣近所の協力体制をつ
くっておく。防災訓練の参加など

皆さんは大丈夫ですか？	


<家庭での防災教育>	
 <備え>	


・非常持ち出し品・・・リュックサックに詰めておきましょう！	
  
・災害対応品・・・脱出時や初期消火に使います！	
  
・非常備蓄品・・・食料や飲料水は最低３日分！	


東日本大震災から３年半、また昨今の異常気象・いつどこで、自然災害に巻き込まれるかわからない	
  
時代に今一度、災害に対しての意識確認をしませんか？	
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